
頭数 DG 平均価格 頭数 DG 平均価格 頭数 平均価格

赤　佐 3 0.939 1,213,667 6 0.883 937,933 9 1,029,844 

丹波篠山 2 1.019 1,289,200 1 X X 3 1,165,633 

丹　波 17 0.923 1,149,953 9 0.836 901,878 26 1,064,081 

朝　来 7 0.939 1,177,943 3 0.851 950,400 10 1,109,680 

播　磨 17 0.948 1,167,876 11 0.792 818,300 28 1,030,543 

美方郡 48 0.991 1,174,960 59 0.866 959,069 107 1,055,918 

豊　岡 14 0.985 1,213,300 8 0.838 942,425 22 1,114,800 

養　父 31 0.974 1,301,548 19 0.866 1,041,526 50 1,202,740 

摂津・神戸 6 1.007 1,173,700 3 0.892 961,033 9 1,102,811 

県北C 3 0.956 1,032,533 -    - - 3 1,032,533 

市場全体 148 0.971 1,200,947 119 0.855 952,203 267 1,090,084 

※✕は個人情報保護上、数値を消すもの。

普及センター調べ（税込価格）

光都農業改良普及センター

地域
去勢 雌 総計

　　　　（雄を除くため、JA公表数値とは異なります）

　１１月１２日に行われましたセリ市全体の平均価格は､去勢が１２０万、　雌が９５万
２千円でした。

カウカウ情報2025
11月市

但馬家畜市場
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　はこちらから

6 杉広土井

北部農業技術センター提供（育種価評価は令和7年4月現在）
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1,029,900

種雄牛 枝肉重量 ﾛｰｽ芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 歩　留

価格は税込み　（10頭以上の出荷があった種雄牛のみ記載）

8 茂貴波 4 0.925 1,135,750 7 0.879 969,414

7 丸彩土井 16 0.994 1,101,444 16 0.851 965,938 32

6 杉広土井 8 0.952 1,182,638 9 0.828 919,967 17

悠森土井 13 0.959 1,170,485 9 0.845 941,600 22

1,071,583丸春土井 11 0.870 1,170,100 7 0.817

頭数

去勢 雌 総計

平均価格 平均価格 平均価格頭数 平均DG 頭数 平均DG

989,353 48 1,177,04631 0.979

982,491 46 1,115,974

0.841 934,878 25 1,112,27616 0.956 1,212,063 9
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総計 148 0.971 1,200,947 119 0.855
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脂肪交雑

１１月市種雄牛ランキング

ランキング種雄牛の育種価



 
 

 

分娩直後の子牛の身体は羊水で濡れており、親牛が被毛を舐めて乾燥させます（リッキング）。しかし、初産の親牛などでリッキ

ングが不十分な場合は、人がタオルで拭いて乾かします。身体を濡れたままにすると体温が奪われやすく、冬季は低体温症になっ

てほ乳欲が発現しにくくなり、子牛の発育低下につながります。子牛の身体を迅速に乾燥させるのに有効な装置として、近年、北海

道では「子牛保育器（以下、保育器と記載）」の導入がすすんでいます。今回は、昨冬養父市で導入した事例を紹介します。 

１ 機能性とコスト 

保育器は４輪大型キャスター付きで楽に移動できます。本体には開閉ストッパーがついており、子牛の出し入れ操作が一人で

も簡単にできます（写真１）。保育器内に温風を送る装置はいわゆる「布団乾燥機」で、電圧１００ボルト、消費電力６００ワット、電

気代は２時間連続運転で約３２円（カタログ値）です。 

保育器内の温湿度変化を調べるために、何も入っていない状態でカバーを閉め、開始～１時間は１０分おき、その後は１時間

おきに５時間後まで記録しました（図１）。 

温度は、開始時２．７℃→１０分後４．９℃→１時間後１２．５℃→５時

間後１７．２℃でした。 

ほ乳子牛は、育成牛や繁殖牛と比べて寒さに弱く、適温域は１３～

２５℃です。５℃以下の低温になると生産環境限界温度（牛の活動に

影響が出る温度）を下回ります。調査結果から、開始１０分後には生

産環境限界温度に達し、1～５時間後は適温域の温度を維持できて

いることがわかりました。 

湿度は、開始時９０％→１０分後９５％といったん上昇し、その後は

急速に低下して 1時間後５８％→５時間後４３％でした。 

 

２ 使用時の状況と感想 

【ケース１】分娩後に親牛がリッキングしなかった子牛 
〈従来〉バスタオルを５～６枚使って拭いても、子牛の身体はまだ濡れており、じゅうぶん乾かせていなかった。身体を冷やして

低体温症になる子牛もいた。 

〈保育器利用〉１～２時間で体毛がサラサラになるほど乾いて、冷たい風や低い外気温にさらされないため、体力と体温が温存

でき、従来の子牛と比べると、その後の親の乳の飲み方や起立歩行が良かった。 

【ケース２】初産などで虚弱に生まれて外気の影響を受け、低体温症気味になった子牛 
〈従来〉初乳製剤を飲ませ、ストーブがある部屋や牛用ヒーターがある牛房に移し人が管理していたが大変だった。（写真２） 

〈保育器利用〉ほ乳後、保育器に入れておくだけで、冷たい風や低い外気温から身体を守ることができた。保育器に入れる前

は直腸温３７℃台だった体温が、保育器に入れて２～３時間後には平熱（３８℃台）まで戻り、震えていた子牛も保育器内で

ゆっくり落ち着いてくつろぎ、起立していた（写真３）。 

【ケース３】病気などで脱水や低体温症になった子牛 
〈従来〉治療後にストーブがある部屋や牛用ヒーターの下に移していたが、自立して動き回り思うように保温できなかった。 

〈保育器利用〉保育器はキャスターが付いているので、治療の必要がある子牛がいる牛舎に簡単に移動でき、人も子牛も移

動の負担が軽減できた。風のない暖かい場所に子牛を安置できるので、従来よりも子牛の回復と体力の保持が改善できた。 

このように、子牛を温めると元気になる効果が高いため、冬場のほ乳子牛管理には必須と感じていました。他にも、季節の変

わり目や夜間など気温が急に下がった時、親牛が育児放棄した子牛、双子分娩時などにも活用できそうとのことでした。 

 

３ 保育器内は清潔に！ 
導入した農家では、保育器から子牛を出した後は、次の子牛の使用に向けて、保育器本体にふん尿や唾液などが残らない

ように高圧洗浄機を使ってすみずみまで水洗いし、十分乾燥させていました。 

分娩直後の母乳を飲んでいない子牛はまだ十分に免疫能が獲得できておらず、病気にかかりやすい状態です。保育器が病

気の温床にならないように、使用後の掃除、衛生管理の徹底が重要です。 
 

 

生まれた子牛の身体は迅速に乾かして、良好な発育を促しましょう!! 

「子牛保育器」導入事例紹介

写真１ 保育器を開けた状態 

 

写真３ 保育器の中でくつろぐ子牛 

 

写真２ 従来は人が管理 

図１ 保育器内の温湿度変化 
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